
〈小学校道徳〉

目標や希望を持って生きる児童の育成
－道徳の時間における資料活用や発問のエ夫，家庭や地域との連携を通して－

うるま市立赤道小学校教諭前徳守

Ｉテーマ設定の理由

中央教育審議会答申（平成20年１月）の中で,我が国の児童生徒は,国際交流やボランティア活動等，

社会に対して積極的にかかわっていこうとするよさがある一方で，自分への自信の欠如や自らへの将来

への不安等の課題が指摘されている。学校教育には，こうした課題を視野に入れて，児童生徒一人一人

に「生きる力」の核となる「豊かな人間性」を育む教育の充実が強く求められている。

学習指導要領「道徳」においては，小学校道徳の時間における目標に「自己の生き方についての考え

を深めること」，中学年においては「自分の特徴を知り，そのよさを伸ばす」という内容項目が新たに

加えられた。これは，道徳の時間に人間としての在り方や生き方の礎となる道徳的価値について学び，

それを自己の生き方に結びつけながら自覚を深め，道徳的実践力を育成することを強調したものであ

る。

さて，本学級の実態として，明るく素直であり，男女間の仲が良い等のよさがある反面，学習面や生

活面における課題や児童本人が立てた目標に対して，ねばり強く取り組めなかったり，途中であきらめ

たり，誰かに頼る傾向が見られたりする。

本来，道徳は，自らを見つめ，自らに問い掛けることから出発すると言われる。しかし，私自身の道

徳の授業を振り返ると，道徳の時間における特質を押さえないままに，教師自身の説話を中心とした授

業展開が多かったように思える。また，教材提示の仕方や発問の甘さから，道徳的価値の自覚へ結びつ

けることが弱かった。

そこで，道徳の時間において，児童一人一人がより積極的な自画像を描き，未来に夢や希望をもって

生きるための授業づくりを目指したい。そのために，その働きかけに重要となる資料の効果的な活用と

発問の工夫を，本研究の柱として取り組んでいく。授業に活用する資料や教師の発問は，児童が道徳的

価値の自覚を深めていくための手掛かりとして極めて大きな意味を持つばかりでなく，人間としての在

り方や生き方などについて多様に感じ,考えを深め,互いに学び合うために重要な役割を持つことから，

資料の効果的な活用や発問の工夫に努めていきたい。また，家庭や地域との連携を図りながら，道徳的

価値の自覚を深めていきたい。

以上のことから，主題を「目標や希望を持って生きる児童の育成」，副題を「道徳の時間における資

料活用や発問の工夫，家庭や地域との連携を通して」とした。

Ⅱ研究目標

児童に「目標や希望」を育む道徳の授業づくりを通して，道徳的価値の補充，深化，統合を図り，児

童一人一人に望ましい自己の生き方を考えさせ，「目標や希望」を持って生きていこうとする児童を育

成する。

Ⅲ研究仮説

１基本仮説

道徳の時間において，貸料の効果的な活用や発問の工夫，家庭や地域との連携を図り，児童本人に

自己を見つめさせることで，望ましい自己の生き方について考えることができ，道徳的実践力が培わ

れ，「目標や希望」を持って生きていこうとする児童が育つであろう。

２具体仮説

（１）児童が自分ごととして考えようとする資料を選定・活用し，児童本人に自己を見つめさせること

で，望ましい自己の生き方を考え，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろう。

（２）ねらいとする価値に迫る中心発問を精選したり，児童間の多様な価値観の交流を図ったりするこ

とで，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろう。

（３）家庭や地域との連携を図ったり，身近な人材を活用したりすることで，児童の道徳的実践力が更

に高まり，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろう。
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Ⅳ研究の全体構想図

児童の実態
○明るく素直である。
○男女間の仲がよい。
△課題解決に向けてねばり強さに欠ける。
△他に頼る傾向が見られる。

△些細な事でトラブル場面が見られる。

今日的教育課題
△自分への自信の欠如
△将来への不安 ［ 

△生命に対する意識の希薄化
△人と関わる力や鬮王|への参画力の弱さ
△規範意識の低下

道徳の基本的な目標
「道徳性の育成」

Ｏ 
|￣FTT詞T憲藺「

◎自分の特徴に気付き，そのよい所を伸ばしながら，「目標や希望」を持って生きる児童
◎自他の生命を尊重し，思いやりの心を持った児童
◎規範意識を身に付け，法やきまりの意味を理解し，主体的に判断し行動できる児童
◎社会生活に主体的に参加しようとする意欲と態度を身に付けた児童

研究テーマ：目標や希望を持って生きる児童の育成

～道徳の時間における資料活用や発問の工夫，家庭や地域との連携を通して～

基本仮説０－研究仮説一一へ

道徳の時間において，欝料の効果的な活用や発問の工夫，家庭や地域との連携を図り，児童本

人に自己を見つめさせることで，望ましい自己の生き方を考えることができ，道徳的実践力が培

われ，「目標や希望」を持って生きていこうとする児童が育つであろう。
具体仮説(1)

児童が自分ごととして考えようとする資料を選定・活用し，児童本人に自己を見つめさせるこ

とで，望ましい自己の生き方を考え，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろ

う。

具体仮説(2)

ねらいとする価値に迫る中心発問を精選したり，児童間の多様な価値観の交流を図ったりする

ことで，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろう。

具体仮説(3)

家庭や地域との連携を図ったり，身近な人材を活用したりすることで，児童の道徳的実践力が

更に高まり，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろう。

実践研究（授業実践）基礎研究（理論研究）

１「目標や希望」を育む道徳指導について

２道徳の時間における「資料活用」について

３道徳の時間における「発問の工夫」について

４道徳の時間における「家庭や地域との連携」

について

「目標や希望を持って生きる児童の育成」を目指

した道徳の授業づくり

１「資料活用」を生かした授業実践

２「発問の工夫」を生かした授業実践

３「家庭や地域との連携」を生かした授業実践
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理論研究

１「目標や希望」を育む道徳指導について

道徳解説編に明記されている「自己の生き方についての考えを深める」こと，未来への「夢や

希望」を育むことは，道徳的価値の自覚を深めるためにも大切であると捉えている。

さて，「夢」とは何だろうか。「希望」とは何だろうか。また，「目標」とは何だろうか。大辞

林には，次のように示されている。

Ｖ 

｢夢」とは，「将来実現させたい願いや理想」

｢希望」とは，「ある事を成就させようと願い望むこと。その事柄。のぞみ｡」

｢目標」とは，「目的を達成すために設けためあて。目じるし｡」

また，語源由来辞典によれば，「夢」は，明治以降，「将来の目標や希望」を意味するものと

して使用されて現在に至っていると示されている。

「夢」＝「将来の目標や希望」を実現するためには，どうしても，現在において，努力を重ね

ることは欠かすことはできないであろうと考えている。

子どもたちは，毎日の学校生活の中でも，自己成長につながる各学年や各学期の目標を立てて

学習したり生活したりしている。

そこで，下記以降，「夢や希望」を「目標や希望」に置き換えて論述していく。

「目標や希望」を育むことと同様な事柄に，「目的意識の高揚」がある。「目的意識の高揚」

は，「学校教育における指導の努力点（沖縄県教育委員会)』の一つして挙げられ，その取り組

みを通して，子どもたちに「生きる力」を育むことを目的としている。

また，「キャリア教育」の観点から見ると，小学校は，進路の探索．選択に係る基盤を形成，

つまり「目標や希望をはぐくむ」時期であると言われている。

それらのことから，「目標や希望」を持たせることは，道徳的実践力の育成の基盤であり，児

童本人の望ましい自己の生き方を実現するために必要不可欠だと捉えている。

大江浩光(2006)は，『夢の授業』の中で，夢には，「あきなめないで生きる大切さ」「前向きに

生きる大切さ」「楽しく生きることの大切さ」の，３つの学びがあることを示している。

また，押谷由夫(2006)は、「子どもたちの心の元気を育んでいくのが私たちの教師の役割であ

り，それは，子どもたちに夢をもたせ，生命を繩かせることにほかならない」と示している。

そのために，道徳の時間を，永田繁雄(2003)が提言する「自分がわかる.他者がわかる．道徳

的価値がわかる」楽しい授業にする必要を感じた。

そのような道徳の指導を通して，「望ましい自己の生き方」を実現するために大切なことを考

えさせる中で，「目標や希望」が必要であることにも気付かせていきたい。

そこから，「目標や希望」を持ってよりよく生きようとする力が育成されていくものだと考え

た。

２道徳の時間における「資料活用」について

道徳解説編では，「魅力的な教材の開発や活用」について，次のことを示している。

◎道徳の時間の目標の達成を図り，児童に充実感をもたらすような生き生きとした指導を進め

るためには，道徳の時間の資料や魅力的な教材を多様に開発し，その効果的な活用に努める

ことが大切である。

◎道徳の時間Ｉこを生かす教材の特性として，児童が道徳的価値の自覚を深めていくための手掛

かりとして極めて大きな意味を持っている。

◎児童が人間としての在り方や生き方を多様に感じ，考えを深め，互いに学び合う共通の素材

として重要な役翻}を持っている。

小渕雄司(2011)は，「道徳の時間の目的は，子どもたちに道徳的実践力をはぐくむことであり，

授業で身に付けたい道徳的価値の指導を進めるための媒体になるのが資料の存在である｡」と述べ，

資料選択のポイントは，「児童が学習に意欲的に取り組むための道徳的価値の自覚を深める素材を

選択すること」と示している。
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また，資料の効果的な活用のための配慮点としては，次の３つを挙げている。

○教師自身が感動を覚える資料を選択すること

○児童生徒の興味関心を高める資料を選択すること

○児童生徒が直面する課題に応える資料を選択すること

井沢純・古島稔(1972)は，『道徳授業の入門（②発問と資料)』の中で，資料のもつ特性や道徳的

価値を吟味し，児童の思考やねらいにそって資料を提示することを基盤に，資料の提示で大事なこ

ととして，次の５つを挙げている。

○子どもによくわかるような資料を準備すること

○資料の提示のチャンスをつかみ，いつ出すのかを検討すること

○資料に集中させるように，出し方を工夫すること

○いくつかの資料の組み合わせを考え，資料のもつ特性を生かすこと

○資料の収集・整理・保管につれづね心がけること

それらのことを踏まえ，資料の選定・活用を下記のように捉え，授業実践にあたる。

道徳的価値の自覚を補充，深化，統合し，道徳的実践力を培うことができるよう，児童本人が

自己を見つめ，自分ごととして考えようとする資料を選定・活用する。

なお，本研究においては，研究テーマに迫るために下記の資料を選定・活用していく。
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検証授業① 検証授業② 検証授業③

主題
困難を乗り越えて

1－（２）勤勉・努力

できたらいいな

１－（２）勤勉・努力

将来の夢

１－（２）勤勉・努力

資料・出典等
｢負けない心～星野樹弘～(四

年生のどうとく：文溪堂)」

｢ぼくのへんしん（ゆたかな心

でどうとく４：東京書籍)」

①「カンボジア難民の取材

から～荒巻裕～（中学３年

現代の国語：三省堂)」よ

り－部抜粋

②大江浩光『夢の授業（明治

図書)』より一部抜粋

選定・活用意図
①児童が総合学習で学んだ体

験学習（福祉学習）を生か

すために選定・活用

②星野富弘さんの生き方にふ

れることで，感動や憧れを

覚え，児童本人の望ましい

生き方を考られると捉え選

定・活用

①学級の児童の様子と重なる場

面や児童の気持ちに近いと捉

え選定・活用

②筆者の気持ちと児童本人の気

持ちを重ね合わせて，児童本

人に自己を見つめさせること

ができると捉え選定・活用

①新年を迎え，児童に「大き

な夢と希望を持って生きる

第一歩を」という思いを込

めて選定・活用

②どんなに困難な状況におい

ても，児童に「夢は叶える

ことができる」という思い

を込めて選定・活用



３道徳の時間における「発問の工夫」について

道徳解説編で，教師による発問について，次のように示している。

◎児童の思考や話合いを深める重要な鍵となる

◎児童の問題意識や疑問などを生み出し，多様な感じ方や考え方を引き出す

◎児童の意識の流れを予想し，それに沿った発問などを心掛ける

。考える必要性や切実感のある発問，自由な思考を促す発問などを心掛ける

◎重要なものに絞る

井沢・古Klj(1972)は、よい発問と助言の条件として，次の３つを挙げている。

【よい助言の条件】－

０賞揚する内容が入っている助言であること

Ｏ葛藤をひきおこさせる助篇であること

○自己内省を促す助言であること

【よい発問の条件】

○抽象的にならず具体的な発問であること

○発問の意図を明確にすること

Ｏ発問と応慾の間をおいてよく考えさせること

小渕(2011)は，道徳の時間における発問について，次のことを述べている。

である。

き，魁かな人間性を形成する

道徳の時間において，その場

コミニュケーション能力を育成することは，よりよい人間関係を築き，魁かな人間性を）

ことにもつながる。学級は，最大のコミニュケーションの場であり，道徳の時間において，

をつくるのが，子どもたちの発言であり，教師の発問である。

発問は，「ことば」以上に「動作や表情などの非言語」が思考を促 ものである。

思考の伝達の「ことば」よりも「動作や表情などの非言語」は，感慨などを伝達して機能する。

いくら「ことば」による発問を精選して発しても，「動作や衣ＩＩｌｌなどの非言諦」が思考の妨げとな

るようであったら，共感的理解は広がらない。

無意識に表れる教師の動作や表情の大切さを認識して，子どもの思考の誘いになるように心で接

することが重要である。

発問は，子どもに，考えさせたい道徳的場面に着目さ_せて，価値理解を求める教師のメッセージ

でもある。

子どもたちに，ねらいとする価値を身に付けさせるためには，Ｔ･どもの意欲を引き出す発問づく

りが大切である。その発問づくりの手順として，子どもの心を「ねらい」に向けて，道徳的価値の

理解に迫らせるためには，「資料」のどこを活用するか，意図的に盗料を枕み解く必要がある。さ

らに，「資料」をどう活用するか，発問づくりと同時進行で学習指導過程を考える。ねらい，登場

人物，場面竿を考えながら発問を組み立て，道徳授業を構築していく。

また，道徳的価値の深化を図るために，子どもたちの意見交流を作り１１吋-多答式的な発問も心掛

けることも大切である。

これらのことを踏まえ，道徳の時間における「発問の基本」「発llllの柵成」を次のように捉えた。

【発問の基本】

○発問は，道徳的な理解や判断の仕方，感情の持ち方等の深まりや，自己内省のすがたを確かめる

ために必要である。

Ｏ発問は，授業の導入・展開・終末の過程にそって，ねらいとする道徳的価値の達成に向けて，意

図的に使い分けする。

○発問は，授業のねらいとする価値に向けて，使用する資料の分析，児賦の反応も予想しながら準

備・活用していく。

○発問は，資料と密接に関係しており，資料の分析を十分に行い，それに応じて，ねらい達成にむ

けた発問を検討し，生かしていく。
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【発問の構成】

①「中心発問」を考える

中心発問とは，ねらいとする道徳的価値の内面的な自覚を深めるための，最も重要な発問

②「基本発問」を構成する

基本発問とは，各指導過程の中で，ねらいを達成するために欠かすことができない発問

③「補助発問」を配置する

補助発問とは，話合いや思考を活性化するために，基本発問を補ったり，視点を変える発問

以上のことを踏まえ，「発問の工夫」について次のように捉え，授業実践にあたる。

児童が自分ごととして考え，児童間の多様な価値観の交流を図り，ねらいとする価値（本研究で

は勤勉・努力）に迫ることができる発問を工夫していく。

本研究においては，研究テーマに迫るために，下記の表lような中心発問と基本発問を考えた。

表１「目標や希望を持って生きる児童の育成」に迫る中心発問と基本発問

また，発問に対して，児童本人が思考し自己の考えを表現したり，児童問の意見交流を図り，友

だちの考えを聞いたりすることで，各児童の道徳的価値の補充，深化，統合を目指したい。

そのために，発問にそったワークシート（報告書］５ページ図４）の工夫も大切だと考えた。

４道徳の時間における「家庭や地域との連携」について

道徳解説編において，児童の道徳性は家庭や地域社会を含めたすべての環境の影響によって育ま

れるものであり，道徳教育は，道徳の時間を要にしながら，学校，家庭，地域社会の三者がそれぞ

れの役割を果たすことよって，その充実を一層図ることができる。

そのために，学校は，次のことをおさえる必要があると示されている。

◎家庭や地域社会が道徳教育において果たす役割を十分に認識する

◎家庭や地域社会との交流を密にし，協力体制を整える

｡具体的な連携の在り方について多様な方法を工夫する
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主題名 場 発問（※中心発問○基本発問）

検証授業①
困難を

乗り越えて

展開前段

展開後段

○自分で何もできなくなるってどんな気持ちだろう

※星野さんは，なぜ，絵や詩を描くことができたのだろう

○みなさんは今，どんな目標がありますか

※どうしたら，自分の目標を達成することができるのだろう

検証授業②
できたら

いいな

展開前段

展開後段

○雄二君は

○雄二君は

何をハツとしたのだろう

どうして，逆上がりができたのだろう

※今，あなたが「できたらいいな」と思うことは何ですか

※今日の道徳の時間で，心に残っている言葉は何ですか

検証授業③ 将来の夢

展開前段

展開後段

○カンニーさんは，どうして，それを持ち出したのだろう

○カンニーさんは，どうして，看護士になりたいのだろう

※夢を持って生きると，どんなよさがあるだろう

※夢をかなえるために，大切なことは何だろう



小学校における道徳の時間は，道徳教育の目標に基づ

き，道徳的実践力を育成することが目的である。

そのために，児童の日常生活と密接に関連付けて指導

することが欠かせない。つまり，学校における道徳の時

間を道徳教育の要の時間として指導し，その中で家庭や

地域との共通理解や協力を得ながら進めることで，児童

の道徳性が育成されるものである。

学校で指導した内容は，家庭や地域の生活の中に反映

されなければならない。また，同様に，家庭や地域での

いつで

家庭

されなければならない。また，同様に，家庭や地域での図１よりよい協力体制

生活が学校の教育活動（授業）に生かされなければならない。

そのために，地域の教育や文化を共に創り育てるという意識の下に，よりよい協力体制をつくっ

ていく必要がある（図１）。

学校と家庭，地域社会との連携をよりよくするためには，まずは，道徳教育の意義についての啓

発を心がけることが大切である。その際，共に子どもを育てているという意識や地域での教育が大

切なことを訴え，学校と連携する重要性を理解してもらうことも欠かせない。

そのために，「日ごろの交流」が重要となる。また，道徳の時間は，家庭や地域社会との連携を

進めるよい機会でもある。

そこで，本研究における「家庭や地域との連携」を，下記の表２のように計画し，実践にあたる。

表２よりよい協力体制の連携内容及び実践内容・場

検証授業においては，本研究テーマ及びねらいとする価値に迫ることができるように，表２の連

携内容④⑤⑦を次のように進めていく。

３－７ 

連携内容 実践内容・場

①方針や様子を伝え要望などを聞く 懇談会等での情報交換

②道徳の時間を公開する 授業参観での公開授業

③共に学ぶ場をつくる 授業参観での公開授業

④授業の実施への保護者の協力を得る 児童への手紙作成の依頼・活用

⑤授業の実施への地域の人々や団体等の協力を得る 社会福祉団体との協力

絵本作家・現担任との協力

⑥地域教材の開発や活用への協力を得る 学芸会で劇化（志喜屋孝信物語）

⑦多様な人との交流を深める 身障者の講演会の実施

⑧地域での企画・運営に参加したり諸団体と連携したりする 新聞への作文投稿

⑨家庭や地域と一体となって道徳性を高める ＰＴＡ作業への参加



F悪蘂5］…｡社…識…力⑦身……臆）
○本時に使用する資料（負けない心～星野富弘～）を効果的に活用するために，総合的な学習の

時間において行った福祉学習の様子（写真や文字）を，導入時にＩＣＴを活用し提示する。

､霊１塁弱］……へ……）
○検証授業３週間前に，手紙作成の目的等について，依頼文を作成・配布する。

○手紙の内容については，各児童の「よさ」や「がんばってほしいこと」を，教師が作成した見

本を添付して，理解・協力を得る。

○家庭の事情等で作成が難しい際は，保護者の了解を得て，教師が作成する。

Ｆ１爾輌］………力）
○ねらいとする価値に迫るシナリオを作成し，身近な人材である現担任の成功体験を話すよう依

頼する。

○児童が努力の形を具体的に確認できるよう，具体物「試験勉強ノート」の提示も依頼する。

Ⅵ指導の実際

１検証授業計画

検証授業前に，道徳の価値項目に関するアンケート調査（10月７日実施）を行った。その結

果，よさとして捉えることができる価値項目としては，「生命尊重」や「尊敬・感謝」があり，

課題として捉えられるものに，価値項目「勤勉・努力」があった。

そこで，本研究においては，その課題を踏まえ，以下のように設定した。

２研究仮説の検証

（１）具体仮説(1)の検証を，検証授業①②③の授業後の児童の感想で行う。

（２）具体仮説(2)の検証を，検証授業②③の授業の様子・発問に対する児童の返答・授業後の児

童の感想で行う。

（３）具体仮説(3)の検証を，検証授業②③，準備授業の様子や授業後の児童の感想で行う。
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検証授業① 検証授業② 検証授業③

主題

価値

困難を乗り越えて

１－（２）勤勉・努力

できたらいいな

１－（２）勤勉・努力

将来の夢

1－（２）勤勉・努力

ねらい
自己の目標や希望に向かつ

て，努力しようとする意欲を

持たせる。

自己の希望や目標に向か

って，努力しようとする意

欲を持たせる。

夢の実現に向けて，努力し

ようとする意欲を持たせる。



３具体仮説(1)の検証

児童が自分ごととして考えようとする資料を選定・作成し，児童本人に自己を見つめさせるこ

とで，望ましい自己の生き方を考え，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろ

う。

道徳解説編において，「道徳は，自らを見つめ，自らに問いかけることから出発する｡」と，示

されている。そこで具体仮説(1)については，下記の表１を検証の評価の基準として活用し，分析

・考察していく。

表３資料活用の分析・考察における評価の基準

Ａ：主として児童本人の「目標や希望」に関することを記入・・・・・・・・・〔ある程度有効〕

Ｂ：主として資料及び児童本人の「目標や希望」に関することを記入・・・・・〔ある程度有効〕

Ｃ：主として資料に関することを記入・・・・・・・・・・・・・・・・．．〔改善の必要あり〕

)検証授業の実施及び各授業の分析・考察

偏癩蘂５１実施日：,,月,0日（木）５校時
ア主題名「困難を乗り越えて」内容項目１－（２）勤勉・努カ

イ資料名「負けない心～星野富弘～」（四年生のどうとく：文溪堂）

ウ本時の学習

○本時のねらい

自己の目標や希望に向かって，努力しようとする意欲を持たせる。

○授業仮説

・展開前段において，児童が体験した内容に関することや，感動や憧れが持てると思われ

る資料「負けない心」を活用することで，資料に共感し，望まししし､生き方について考

えようとする意欲を持つことができるであろう。

・展開後段において，「２学期のめあてカード」を活用し，自己評価させたり，話し合わ

せたりすることで，自己の目標や希望に向かって，努力していこうとする意欲が持てる

であろう。

エ展開

(1) 
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学習活動

(児童の活動）

◇教師の支援※発問や説明

･留意点くうるま市実践９項目＞

☆資料

◎評価（方法）

導入

２分

１事前に体験したこ

とをふり返る。

･ICTを活用して提示し，時間をかけない

ようにする。

☆事前学習の写真

や文字

展

開刀分

前段旧分

一後段応分
ま

と

め

１０分

２資料「負けない心

～星野富弘～」を読

み，筆者の気持ちを

話し合う。

３作品が完成に至る

までの理由や努力を

支えるものについて

話し合う。

４自分自身の「目標」

について話し合う。

(1)自己評価

(2)がんばったこと

(3)努力点

５授業をふり返り感想

を書き，発表する。

◇資料「負けない心」を前半、後半に分け

て配布し，筆者の気持ちの変化や努力の

様子を感じ取れるようにする。

※自分で何もできなくなるってどんな気持

ちだろう。

※星野さんは，なぜ，絵や詩を描くことが

できたのだろう。＜⑥＞

※みなさんは今,どんな目標がありますか。

※どうしたら，自分の目標を達成すること

ができるのだろう。

◇２学期のめあてカードを配布し，自己の

振り返りに役立てる。

◇書く時間の確保に努める。＜④＞

◇「活動指示の理解確認」「つまずき支援」

｢発表モデル児童の選定」のために机間

指導を三回行う。

☆星野富弘さんの顔

写真や文字

☆「負けない心～星

野富弘～」

☆星野富弘さんが書

いた詩画や本

☆めあてカード

☆ワークシート

◎自己の目標や希望

に向かって，努力

しよとする意欲が

持てたか

(観察・ワークシー

ﾄ） 



オ児童の感想内容内訳（児童の感想は，原文一部抜粋）

※下記以降，オ児童の感想内容内訳の「感想内容項目」は，「Ａ：主として児童本人｣，「Ｂ：主

として資料・児童本人｣，「ｃ：主として資料」として述べていく。

【分析・考察①】

感想「Ｃ：主として資料」を記入した児童が１８名，５３％と高かった。

その要因として，授業終末の場において，資料を再提示したことで，児童の思考が資料から

離れられず，目分ごととして考えることができなかったためと捉えている。また，資料のもつ

魅力を感じつつも，児童本人の生活体験とのつながりが弱かったのではと考えた。

以上のことから，本授業における資料活用については，〔改善の必要あり〕と感じた。

｢i藏霜嚢可実施日：１２月８日（木）５校時
ア主題名「できたらいいな」内容項目１－（２）勤勉・努力

イ資料名「ぼくのへんしん」（ゆたかな心でどうとく４：東京書籍）

ウ本時の学習

○本時のねらい

自己の希望や目標に向かって，努力しようとする意欲を持たせる。

○授業仮説

・展開前段において,学級の児童の様子と重なる場面や児童の気持ちに近いと思う資料｢ぼ

くのへんしん」を活用することで，筆者の気持ちと児童本人の気持ちとを重ね合わせる

ことにより，筆者の成功体験を自分ごととして考えることができるであろう。

・展開後段において，ワークシートや保護者からの手紙を活用したり，自己の希望や目標

を話し合わせたりすることで，自己の希望や目標や向かって努力しようとする意欲が持

てるであろう。

エ展開
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Ａ 

主として児童本人の「目標

や希望」に関することを記入

した児童数及び割合

Ｂ 

主として資料及び児童本人の

｢目標や希望」に関することを

記入した児童数及び割合

Ｃ 

主として資料に関すること

を記入した児童数及び割合

2名（８％） １４名（４１％） １８名（５３％）

･ぼくは消防士になりたいの

で，やればできると思うの

でがんばろうと思いました

･人は努力によって夢がかな

えられると知りました。私

はもっともっと努力し，か

んしやの気持ちも大切にし

たいです。

･私はいろんなことからにげだ

しています。私も星野さんの

ように「負けない心」を持て

るだろうか。

・ぼくは星野さんはすごいと恩

いました。ぼくも星野さんの

ように努力して夢をかなえた

いと思います。

・わたしも星野さんのみたいに

努力を大切にして，かんごし

になるためにがんばります０ 

･星野さんの絵や詩がすごいと

思いました。

.かなしくなりました。星野さ

んは，多くの人のささえがあ

ったから，がんばって絵や詩

を書ことができたと思います

.今日の道徳はとてもよかった

です。ほしのさんの話もすご

かつたです。

学習活動

(児童の活動）

◇教師の支援※発問や説明

･留意点くうるま市実践９項目＞

☆資料

◎評価（方法）

導

入

３分

１ことわざ「まかぬ

種は生えぬ」の意味

を知る。

２テーマを確認する

○本時のねらいとする価値に関することわ

ざをクイズ形式で提示する。

※最近、先生が好きになった言葉を紹介し

ます゜＜①＞

☆ことわざ

｢まかぬ穂は生えぬ」

☆テーマ

｢できたらいいな」



密
展
開
犯
分

※あなたが、「できたらいいな」と思うこ

とはどんなことですか。

◇教師の「できたらいいな」を聞き，児童

本人の「できたらいいな」を考えやすく

させる。＜⑥＞

○保護者からの手紙が届いていない児童に

対しては,教師作成の手紙を届ける。又，

授業後も継続して，児童への配慮や家庭

との連携に努める。

４自分自身の「でき

たらいいな」につい

て話し合う。

☆ワークシート１

「できたらいいな」

５保護者からの手紙

を読む。

☆保護者からの手紙

☆ワークシート２

「授業を振り返って」

◎自己の希望や目標

に向けて努力しよ

うとする意欲を持

てたか。

（ワークシート）

※今日の授業で，「心に残る言葉」は何で

すか。

◇ワークシート２を配布する

◇書く時間の確保に努める。＜④＞

６授業をふり返り感

想を書き,発表する。

ま

と

め

１０分

オ児童の感想内容内訳（児童の感想は，原文一部抜粋）

【分析・考察②】

検証授業②は，前回の授業の反省を踏まえ，児童本人がスムーズに自己内省できるよう，児

童本人の生活体験に近いと思われる資料を選定した。

その結果，「Ｃ：主として資料」が５名，１５％と前回より低くなっている。

このことは,児童の思考が資料から離れ，自分ごととしてこと考える児童が増えたと捉える。

その要因として，「資料選定の改善」が挙げられる。児童の生活体験に近いと思われる資料

を活用したことで，児童が筆者の気持ちと自分自身の気持ちを重ねて考え，自分ごととして考

ることができたと捉えている。

「籏羅Z薊．実施日：１月'2日（木）３校時
ア主題名「将来の夢」内容項目１－（２）勤勉・努力

イ資料名「カンボジア難民の取材から～荒巻裕～」の一部

「夢の授業（筆者：大江浩光)』の－部（明治図書）

ウ本時の学習

○本時のねらい

夢の実現に向けて，努力しようとする意欲を持たせる。

３－１１ 

(中学３年国語：三省堂）

Ａ：主として児童本人 Ｂ：主とし資料・児童本人 Ｃ：主として資料

８名（２４％） ２０名（６１％） ５名（１５％）

･ぼくは，「できたらいいな」

がたくさんあります。まず

は漢字を覚えるのをがんぱ

ります。

・自分の「できたらいいな」

に近づいていくためにがん

ばりたいと思います。

･私もゆうじさんのように，あ

きらめない気持ちと努力を大

切にして

す。

目標を達せいしま

・ゆうじさんは，自分とにて鉄

棒が苦手だけど，がんばって

できるようになったからすご

い。自分もがんばる。

.「ぼくのへんしん」という

題名だけで，「どんな話か

な？」と思った。感動した。

・ゆうじさんは，かぞくの協

力があったから，できたと

思います。

・ゆうじさんが鉄ぽうができ

てよかったです。



○授業仮説

・展開前段において，資料を児童が理解しやすいように映像化することで，意欲的に道徳

的価値について考えることができるであろう。

・展開後段において，ねらいとする道徳的価値に向けた発問を行ったり，身近な人材を活

用したりすることで，道徳的価値について自覚を深め，夢の実現に向けて，努力しよう

とする意欲を持つことができるであろう。

エ展開

オ児童の感想内容内訳（児童の感想は，原文一部抜粋）
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学習活動

(児童の活動）

◇教師の支援※発問や説明

･留意点くうるま市実践９項目＞

☆資料

◎評価（方法）

導

入

5分

１本時のテーマを知

る。

２友だちの「将来の

夢」を知る。

◇ＩＣＴを活用して，「テーマ」提示

する。

◇事前アンケートの結果表を黒板に提

示し，友だちの気持ちを読み取らせ

る。＜①＞

☆テーマ「将来の夢」

☆アンケート結果

☆ワークシート

展開犯分
前段応分一後段応分
ま

と

め

10分

３カンボジアで起き

た戦時中の人々の生

活について考える。

４夢を持って生きる，

夢を持たずに生きる

ことのちがいについ

て話し合う。

５現担任の採用試験

経験談話を聞く。

５授業をふり返り感

想を書き，発表する。

◇パソコンを活用し，映像を紹介しな

がら カンニーさんの夢について考

えさせる。

◇授業の振り返りができるように，力

ンニーさんの想像図は黒板に提示す

る ◎ 

※夢を持って生きると，どんなよさが

あるのだろう。

◇児童の発言を板書し，児童が授業の

振り返りができるようにする。

※夢を実現するのに大切なこと，必要

なことは何だろう。く⑥＞

◇努力の形が見えるように，「試験勉

強ノート」を提示する。

◇書く時間の確保に努める。＜④＞

◇「活動指示の理解確認」「つまずき

の支援」「発表モデル児童の選定」

のため、机間指導を三回行う。

☆カンボジア国の図や

地雷で右足を亡くし

た少年の写真

☆カンニーさんの想像

図

◎夢の実現に向けて，

努力しようする意欲

が持てたか。

(観察・ワークシート）

☆努力の具体物

｢試験勉強ノート」

Ａ：主として児童本人 Ｂ：主として資料・児童本人 Ｃ：誼として資料

６名（１８％） 25名（７６％） ２名（６％）

･夢はかならずかなうと信じ

るのはいいことだけど，ゆ

だんしていたらいつまでた

っても実現できないと知り

ました。

・自分の夢がはっきり見えて

きた気がします。

・夢をもつことはいいことだ

と思った。

･カンニーさんは，努力したから

かんごしになれたと思います。

私も将来の夢をかなえるために，

毎日の勉強をがんばります。ま

た，あきらめない気持ちも大切

にしようと思いました。

・カンニーさんはすごい。ぼくも

プロサッカー選手になるために，

部活の練習を休まずにがんばる

うと思います。そして，夢をか

なえたいと思います。

･カンニーさんは，戦争中

なのに夢をかなえるなん

てすごいと思いました。

ぼくにはできないと思い

ます゜

・カンニーさんは，戦争で

けがした人や病気の人を

きっと助けたいんだと恩

います。



【分析・考察③】

検証授業③は，検証授業①②の反省・課題を踏まえ，新年を迎え児童に「大きな夢と希望を持

って生きる第一歩を」という思いから，それに関する資料『夢の授業』の一部を選定・活用した。

また，どんなに困難な状況においても，「夢は叶えることができる」という思いから，カンボ

ジア国の内戦中に夢を叶えた女性の生き方を取り上げ，児童が理解しやすいように映像化（パワ

ーポイントによる提示）を行った。

その結果，「Ｃ：主として資料」の感想記入は２名，６％と低くなり，「Ａ：主として児童本人」

と「Ｂ：主として資料・児童本人」の合計が３１名，９１％と高い結果であった。

このことは，児童本人が自己の将来の夢の実現に向けて，努力していこうと気持ちが持てるで

あろうと思われる資料を，１月上旬の新しい年を迎えた時期に授業を実施したことや，児童が理

解しやすいように映像化したことが効果的であったと考えた。

その結果，児童の思考が資料から離れ，自分ごととして考えることができたと捉えている。

蕊i蕊F
鵜ii麟驚鰯|…

ＤＡＩ 

020４０６０８０ 100 

Ｂ
ｃ
 

鱒
》
ヘ
ヘ
ヘ
｛

図２資料活用に関する児童の感想変容（船）

検証授業③においては，「Ａ：主として児童本人」「Ｂ：主として資料・児童本人」の合計が９４

％と高い結果になっている。この結果は，これまで以上に，児童の思考が資料から離れ，自己を

見つめ，児童本人の夢や希望についてより考えた結果だと捉えている。

また，「Ａ：主として児童本人」については，検証授業②よりは減少しているが，このことは，

児童にとって身近な現担任の体験談を直接聞けたことや，努力の具体物「試験勉強ノート」を実

際に見ることができたため，児童が強い感動を覚えた結果だと捉えた。

これらのことから，報告書９ページの表３（資料活用の分析・考察における評価の基準）に照

合して考えると，〔ある程度有効〕であったと捉えている。

また，児童の感想の中に，本研究

に関するキーワード（努力や目標，

あきらめない弊）や，支えられてい

ることへの感謝の気持ち，自己反省

の感想も出てきた。

このことは，児童本人の道徳的実

践力が高まりつつあると捉えている。

そして，アンケート「将来の夢や

希望を持っている(図３）」からは，

否定的な回答から肯定的な回答へと，

児童の意識の変容も見られた。

０ 10 ２０ 3０ 4０ 

田あてはまる

1１ 

月
蕊どちらかといえ

ばあてはまる

|、 笠どちらかといえ

ばあてはまら

ない

蕊あてはまらな

い

旭
月

図３将来の夢や希望を持っている（人数）
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また，現時点において，将来の将来の夢や希望がわからずに迷っている児童も，授業後の感想

から，「がんばりたい」「あきらめない気持ちが大切だ」等，前向きに自己の生き方を考えてい

る様子も見られた。

以上のことから，本研究の授業で選定・活用した資料は，児童が日分ごととして考えることが

でき，児童本人が自己を見つめ，望ましい自己の生き方を考えることに，〔ある程度有効〕であ

ったと捉えている。同時に，「目標や希望」を持って生きようとする児童を育てるためにも効果

的であると考えた。

そして，資料とは，「児駈本人が自己を見つめ，目分ごととして考え，道徳的価値のEl覚を補

充，深化，統合し，道徳的実践力を培うことができるもの」と，より認識を深めるに至った。

４具体仮説(2)の検証

ねらいとする価値に迫る中心発問を精選したり，児童間の多様なIHil直観の交流を図ったりする

ことで，「'二1標や希望」を持って生きようとする児iifが育つであろう。

(1)検証授業の実施及び各授業の分析・考察（下記以降，各検証授業のイウエを省略）

「､寂彊藻面~］実施日：１２月８日(木)５校１１ｷﾞ
ア主題名「できたらいいな」内容項ｌｊｌ－（２）勤勉・努ﾉノ

表４－①ねらいとする価値に向けた中心発問及び児童の返答

【分析・考察①】

検証授業②における中心発問ｌに対して，学校行CIFに関することを３４名中３３名が返答した。

また，児舐本人の日常生活におけることを全児iit2～３点は記入していたものの，ねらいとする

価値に沿わない「非現実的なこと」を返答した児童も３４名中４翁いた。

その要因として，発問を行った際に，期待・予想していた児童の反応がなかったので，そこで

補助発問「がんばっているんだけどまだできない。できるようになりたいことは何ですか｡」を

行った。すると，更に悩んでいるような児童の表情が見られた。

３－１４ 

※中心発'１１１１：みなさんが今，「できたらいいな」と思うことは何ですか（複数回答）

①学校生活（行事）に関すること・・・・..・・・３３名（97％）

②友だちに'1Mすること・・・・・・・・・・・・・・３０名（91％）

③将来の夢に関すること・・・・・・・・．．・・・３０名（91％）

④学校生活（教科）に関すること・・・・.．・・・２３名（68％）

⑤部活動や習いごとに関すること・・・・・・・・・’７名（５０％）

⑥家族に関すること・・・・・・・・・・・・・・・１６名（４７％）

⑦身体や性格に関すること・・・・・・・・・・・・８名（２４％）

⑧非現実的（空想）な事に関すること・・・・・・・４名（１２％）

※中心発'１１１２：今日の授業で，「心に残る言葉」は何ですか

①ねらいとする価値に関する商葉・・・・・・・・・’0名（２９％）

②タイトル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０名（２９％）

③ことわざ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８名（２４％）

④手紙に関する言葉・・・・・・・・・・・・・・・４名（１２％）

⑤資料に|１０する言葉・・・・・・・・・・・・・・・1名（３％）



このことは，中心発lllll及び補助発問が，児童にとって，ねらいとする価値に向けては抽象的，
畷昧な発問であったことを示すものだと考えた。そのため，児童本人が自己を見つめることがで

きなかった結果だと捉えている。

もし，この発問を「みなさんが今，学校や家庭，地域の中で，がんばっているんだけどまだで

きないこと。できるようになりたいと思うことは何ですか」と，発問の意図を焦点化していたら，

児童が目分ごととして考えることができたのではと考えた。

中心発問２に対しては，全児童が返答することができたが，ねらいとする価値に関する回答は

２９％と低い結果であった。

これらから，道徳的価値に迫るよう意図的・段階的に発問を行うことの必要を強く認識した。

「覆証FZ棄面可実施日：１月'2日（木）３校時
ア主題名「将来の夢」内容項目１－（２）勤勉・努力

表４－②ねらいとする価値に向けた中心発問及び児童の返答

Lll蕊
発問を検討・精選してみた。

辺ＤＢワーグシート

「将来の』出」

う蚤童市立［ニーーール'･学校ｒ－１年一一
氏名（

０１．カンーーミム且．どうして「具ｎＧＰ②」や『ノウグＡＵａａＵＤＬ「⑰ＯＯＢＯＥ

ＦＯＦ抄出し~て型l「たんたら）．

．,カン--….どｍくし＿’'一もこ…`…ん…．
『

＿’ 
Ｏ:ＤＵＰ［門‐て生きること」のよさと１４．．．０Ｗ-゜あう．

“：今0Jのｉｑ員の功Hqの危己ｆ石９１Ｌ』う．

したワークシートは，垣魎ﾙｷﾞ説編に示されているＩ図４発問に即したワークシート

児童一人一人が，一定の道徳的価値に含まれるねらいとのかかわりにおいて１４１己を見つめ，

３－１５ 

※中心発問１：夢を持って生きると，どんなよさがあるだろう

①がんばれるから.・・・・・・・・・・・・・・・１９名（５８％）

②目標にもなるし，役にたつと思う.・・・.・・・７名（２１％）

③やる気，元気になる.・・・・・・・・・・・・・２豹（６％）

④自分に勇気をもたせてくれる.・・・・・・・・・２名（６％）

その他（各１名）◇自分'二I身を成長させてくれる。◇いいことがありそう

◇夢を実現した時にうれしいから◇楽しい。◇灘びがうまれる。等

※中心発問２：夢をかなえるために，大切なことは何だろう

①努力

②ささえ

③あきらめない気持ち



道徳的価値を発達段階に即して内面的に自覚し，主体的に道徳的実践力を身に付けていく」こ
とに繋がると捉えている。

発問に即したワークシートは，児童の心情を表現することができ，児童間の意見交流に効果

的であると捉え，今後も継続して作成・活用していきたいと考えた。

また，ワークシート内に学校名の記入欄を設けることで，愛校心を育むことにつながると捉

えている。

発問２の改善点としては，「自分自身の夢を叶えたい。そのために，あなたはどんなことを，

どんなふうに行いますか」等，発問を焦点化したり，揺さぶり発問（行為や行動に対しての児

童の価値選択に問いかける発問）を行ったりする。

また，児童間の多様な価値観の交流を図ることで，道徳的価値の深化に繋がってたのではな

いかと考えた。

そうすることで，道徳の時間において培った道徳的実践力が児童のロ常生活における道徳的

行為・道徳的習慣に結びつくであろうと思われる。

(2)仮説の検証

検証授業②後，アンケート「昨日｜

の道徳の時間～できたらいいな～は，｜

自分の希望や目標に向かって，がん’

ばろうという気持ちになりましたか」ｌ

調査（図５）を行った。

その結果から，教師自身，発問の｜

裸題を感じているが,ペアや全体で｜

縢熱饗W鱒Ｌ
考え,それに向かってがんばろうとＬ
いう気持ちになっていたと読み取れた。

田あてはまる

どちらかといえ

ばあてはまる

回どちらかといえ

ばあてはまらな

し、0名！

｡…露
いう気持ちになっていたと読み取れた。図５昨日の道徳の時間～できたらいいな～は自分の希望や

また，検証授業③における児童の感目標に向かってがんばろうという気持ちになりましたか(人数）

想から，本時における価値について記入した児童が９０％以上がいた。

以上のことから，具体仮説(2)発問の工夫については，全体的には課題や改善点を感じつつも，

ねらいとする価値に迫るために，児童間の意見交流を図ることは有効であったと捉えている。

今後は更に，授業前の資料分析や予想される児iifの反応を踏まえて，発問を桁選・焦点化する

ことで，ねらいとするIIlniiIに向けて，児童が1］分ごととしてより考えることができるであろうと

考える。同時に，児iililll1の多様な価値観の交流を図ることで，道徳的価値の史なる深化に繋がる

であろうと考えた。

具体仮説(3)の検証５ 

家庭や地域との連携を図ったり，身近な人材を活用したりすることで，児iiiの道徳的実践力

が更に高まり，「目標や希望」を持って生きようとする児童が育つであろう。

(1)検証授業の実施及び各授業の分析・考察（下記以降，各検証授業のイウエを省略）

｢雨寝棄面１実施ロ：'２月８日（木）５校時
ア主題名「できたらい内容項目１－（２）勤勉・努力
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表４保護者からの手紙の活用に対する児童の感想

･お父さん，お母さんからの手紙は感動しました。きょうは，努力すれば必ずいいことがある

ことがわかりました。

･お脚:さんからの手紙が,i1iめてよかったです。けんかした時などは，おＩｌｉ１:さんからが,１１:いてく
れた手紙を思い出したいです。

･お母さんからの手紙で，Ｉﾘ1るいと言われてうれしかったです。字をていねいにかくこと，ご

はんを早くたべることと言われたけど，とてもいやだったけどがんばりたいです。また，自

分のことをちゃんとみなおさないといけいなと思いました。

,ぼくはお父さん，お離さんにかんしやしています。なぜなら，試合の時にはおうえんにきて

くれたり，弁当をつくったりしてくれるからです。ぼくは，もっと練習してうまくなろうと

思います。お父さん，お母さん，これからもよろしくお願いします。がんばろうと思いまし

た。

【分析・考察］

授業後の感想に，係１通将から

の手紙に関する内容を,犯人した

児竜は，１２翁，３５％であったが，

殆どの児童の感想は手紙をllWら

れて嬢しい気持ちや支えられて

いることへの感謝の気持ち，自

己反宥，そしてliillｲﾘきに努力し

ていこうとする内褥であった。

また，手紙を読んでいるl11i（厚

典ｌ）の児童の表Ｉｉ１ｉはとても生き

Ⅲ
 

o、

Ⅲ
 

R［ 

》、

兵I）の児童の表･Ｉｉ１ｉはとても生き写真１保護者からの手紙を読む児童

生きしていた。

このことから，本授業における家庭との連携（|M:繊者の手紙の活用）は，授業【|Iの児童の

様子や感想から，かなり効果的であったと捉えている。

検証授業③｜
ア主題名

実施１１：Ｉノ１１２日（木）３校時

「将来の夢」内容項目１－（２）勤勉・努力

表５現担任の協力（採用試験経験談話）に対する児童の感想

･先生は，学校の先/kになるしけんを９回もうけて介聯fしたのですごいと,思いました。私も努

力して自分の夢を絶対にかなえたいと思います。

･ぼくは，○○先生が４かいも夢がかわったことを知りませんでした。しかも，９かいもしけ

んしたし，５さつのノートを見たときはびっくりしました。ぼくもそんな大人になりたいで

す。

･○○先生の話をとてもくわしく聞きました。○○先生は，５さつもノートをつかったそうで

す。ゆだんしていたことを141分できづくなんてすごいと`思いました。わたしも「１分できづく

ようになりたいです。

･今１１の授業もとても勉強になりました。○○先/'2も努力したから夢がかなったと),LLいました。

たくさん勉強したから夢がかなったと』思います。私もにがてな漢字をぜんぶおぼえられるよ

うに毎日がんばりノートを続けてかんばろうと,思います。
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[分析・考察］

本授業において，現111任の採用試験経験談

話を聞いている時の児jliiの表Ｉｉ１ｉは，特に真fll

であった。

また，現担任の努ﾉﾉの只体物「試験勉強ノ

ート(写真２）」を｝,』た'１$は，児蔽の鯖きの声

があがり，自然と大きなh''千が起きた。児竜

が感動を覚えた場面であったと捉えている。

そして，授業後の感想に，９４％の児童が目

自身の「目標や希望」にⅡ剛することを記入し

ていた。その中には，現lu任の努力に関する

■’１１ 

１ 
－● 

感想や，「自分も先/|そのように，努力できる大人写真２努力の具体物「試験勉強ノート」

になりたい」等の''１１iれや｢1己成長を願う内容もあった。

このことは，児filiにとって身近な担任の経験,淡Ii1liを|Ⅱ|いたり，努ﾉﾉの形である｣し体物「試験

勉強ノート」を｣/iLたりすることで，児童は感動を覚え，リム髄の道徳的li1lilmrの深化に繋がった結
果だと捉えている。

そして，本授業における身近な人材の活用は，授業【|]の児竜の様了や感想から，効果的であ
ったと捉えている。

(2) 仮説の検証

本研究における検証授業においては，家庭や

地域との連携「保謹瀞からの手紙の活川｣，身近

な人材の活１１］「現'11征の採川,汰験経験談話」を

取り入れてみた。

どちらも，各検証授業の【分析・考察］に示

したように，ねらいとするI11i値（本研究におい

ては：勤勉・努力）に迫るために，かなり効果

的であったと捉えている。

絵本作者の111畑ユカリさんに協力して実施し

た授業「テーマ：人の生き力から，自分の生き

〃を考えよう」では，リムfifは，絵本を真剣な表ＩＩＩｉ

でＩＨＩき入っていた（写上0(3)。

授業後の感想（表６）からは，作者の生きﾉﾉに

嘘1lil｣し，児童本人のことを反f↑し，前向きに4zき

ようとする意欲が多々)しられた。

また，保護者からの手紙ではなく，保護者にⅡ!［

接話してもらったり，奥拠|]２の協力を，地域の教

材や人材の活用にliiiき換えて活用したりしても，

児童の道徳的実践力が,ｉｉｉまるであろうと考える。

以上のことから，家庭や地域との連携を図った

り，身近な人材を活川したりすることは，道徳の

l1fIlIlを充実させ，児髄の道徳''10実践ﾉ]を尚めるこ

とができると捉えた。

そして，道徳の時HlIにおいて，児竃一人一人の

為や道徳的習薇脳につながり，「卜１棟や希望を持つ弓

写真３絵本作者との協力授業

表６準備授業後の感想（原文一部抜粋）

･私は努ﾉjする人間になりたいと思った。

あきらめなければ夢はかなうと知った。

･ぼくは今｢1，なぜかドキドキしていた。

とてもいい道徳の授業でした

.今までの自分を反省しないといけない。

ｎ分の生き方を考えることができました。

･ぼくは，お父さん，おlV:さんにありがとう

といいたい。ぼくはこれからも111〕Nを連せ

いするためにがんばろうと思います。

そして，道徳の時''１１において，児玩一人一人の逝徳的火践ﾉﾉを尚めることをjunして，道徳的行

為や道徳的習薇脳につながり，「１５１標や希望を持ってﾉﾋきる脳if」が育つであろうと巻えた。

そのために，報告TIＷページ|叉'1のような，学校・家庭・地域の「いつでも，どこでも，共に

創り育てよう」というよりよい協力体制を築き上げることが大切であると実感した。

なお，家庭との連挑をより糟にし，児童のよりよい変容に繋がるよう長期的・定期的に児竜の

努力や進歩を評価し，，]気づけていきたい。
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Ⅶ研究の成果・課題・対応策

１成果

（１）児童が目分ごととして考えるであろうと思われる「資料」を選定・活用したことで，児童本

人が自己を見つめ，望ましい自己の生き方について考えたり，自己の「目標や希望」を持って
生きていこうとする意欲が見られた。

（２）ねらいとする価値に迫る発問を工夫したり，苑IM1にH1]したワークシートを活ll1したりしたこ

とで，友だちの「目標や希望」について触れることができ，児童本人の「目標や希望」をより

考えられるようになった。

（３）保護者からの手紙や身近な人材を活用することで，児童本人の「目標や希望」に対する意欲

の高まりが見られた。

２課題

（１）児童の道徳的実践力を満めるための資料のより効果的な活用の工夫

(2)児童間の多様な価値観の交流をより活発にする苑IHIの工夫

(3)家庭や地域と連桃したiil･画的な道徳の時間の了[犬

３対応策

（１）場面構成や登場人物の心情を捉えた資料分析を史に深める。

(2)予想される児童の反応を踏まえ，中心発問や基本発問の焦点化や話合いの場の工夫を図る゜

(3)道徳の時間の公開や学級だより等での道徳に関する情報交換や共通理解を図る゜
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※副次的な資料として

①道徳の時間に関するアンケート結果から
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図６道徳の時間を楽しみにしている（人数）図フ道徳の時間は自分の生き方を考えるのに

役立っている（人数）

検証授業前後アンケートの結果（図６．７）から，児童は，道徳の時間を肯定的に受けIこめて

いることが伺える。また，ロ常の学校生活のおいて，道徳の時間の話題が出たり，１１記にも道徳

の時間についての内容を普く児童もいるようである。

これのことから，児iirの道徳の時間に関する興味・関心がIIFiiまりつつあるとij｢える。
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図フ今の自分より、もっとよくなりたい（人数）図８現在．目標を立ててがんばっているこが

ありますか（人数）

児iitは，「今の自分より，もっとよくなりたい（図７）」と思う反面，「現在，１１標を立ててが

んばっていることがある（図８）」に対して，事前調査より事後調査の方が，否定的な回審をし

ている。

その回答結果について，児童に聞いてみたところ，「部活1IMIをやめたから」「がんばってはい

るけど，努力が足りないから」「もっとがんばれそうな気がする」等の返答が聞かれた。

このことから，「目標や希望を持って生きる児童」を育成するためにも，毎日の学校生活や家

庭生活において，「目的意識」を持って生きるよさを継続して指導・支援していく必要があるこ

とを感じた。また，－日一日のよりよい生活の仕方によって，望ましい自己の生き方に繋がるこ

とも気付かせていきたいと考えた。

そのために，道徳の時''１１の充実をはじめ，各児童に学校生活におけるF1標を具体的に立てさせ，

より明確な方法で行動できるように指導・支援していきたい。

道徳の時間と学級活動を関連付けた指導から

第３回検証授業後，学級活動の時間において，４ノIから１２月までの学校生活の様子のMi止画

上に，「目標や希望」に関する偉人嫌の言葉を載せてたスライドを見せた後，作文「将来の夢」

を書かせてみた。

学級の全児iiitが，自分自身の将来の夢について書き'三げることができた。児蔵本人及び保護者

の承諾を得て新聞社に投稿してみた。下記は記載された作品の一例である。

② 

3-20 

｢昆虫はかせか魚はかせに」

ぼくの将来の夢は，二つあります。

その一つ目は，昆虫はかせになることです。

ぼくは，昆虫をつかまえるのが得意で，昆虫の

ことを調べるのが好きです。

今は

ていて

オオヒラタクワガタやカマキリをかつ

本などでクワガタのことをたくさん網

くました。また，夏がきたら，昆虫をたくさん

つかまえたいです。

二つ目は，魚はかせになることです。川に行

き,岐初のうちはあみで魚をとっていましたが，

つりざおを買ってもらい，そのつりざおでいっ

ぱい魚をつりました。コイやティラピアをつっ

たり グッピーやザリガニをつかまえました。

とても楽しかったのでまた行きたいです。

(ｿj子Ｋさん）

｢保育士の夢へ－歩ずつ努力」

私の将来の夢は，保育士になることです。

そのわけは，子どもたちと楽しく過ごした

いからです。また 7･どもたちに危ないこと

や，やってはいけないことを教えてあげたい

です。

そのために，私は勉強をちゃんとやって，

危ないことややってはいけいないことを守っ

ていきたいと思います。

また，毎川，一つ一つのことをいっしょう

けんめい努力していきたいと思います。

もし，保育てこになれなくても，あきらめな

い気持ちをわすれないでがんばろうと思いま

す。これからも－歩一歩ずつ，すすんでいき

たいです。

(女子Ａさん）


